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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収性衛生用品を製造する方法であって、
　長手方向の移動方向（Ａ）に沿って、吸収性衛生用品（１）の本体（２）の少なくとも
一部を構成するのに適した材料からなる少なくとも第１の連続状ウェブ（２１）を繰り出
すステップと、
　一対の長手方向のストリップ（１０，１１）を繰り出すステップと、
　各ストリップ（１０，１１）を、互いに隣接し、各々が長い方の底辺（１２）と短い方
の底辺（１３）とを有する一連の台形の部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）に分割
することにより、第１のストリップ（１０）の前記部片として、第１の向きを有する第１
の部片（１０ａ）と前記第１の向きと反対側の第２の向きを有する第２の部片（１０ｂ）
とに交互に分割するとともに、第２のストリップ（１１）の前記部片として、第１の向き
を有する第１の部片（１１ｂ）と前記第２のストリップ（１１）の前記第１の部片（１１
ｂ）の前記第１の向きと反対側の第２の向きを有する第２の部片（１１ａ）とに交互に分
割するステップと、
　各ストリップ（１０，１１）の前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）を互いか
ら離間させるステップと、
　前記第１のストリップの前記部片（１０ａ，１０ｂ）に前記第１のストリップ（１０）
における前記第１の向きを、前記第２のストリップの前記部片（１１ａ，１１ｂ）に前記
第２のストリップ（１１）における前記第２の向きを与えるように、平面において、各ス
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トリップ（１０，１１）の前記第１の又は前記第２の部片（１０ｂ，１１ｂ）を１８０°
回転させるステップと、
　前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）の前記長い方の底辺（１２）が前記第１
の連続状ウェブ（２１）の縁部から横方向に突出するように、使用時に前記第１の連続状
ウェブ（２１）の外面となる第１の面（２１ａ）上に各部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，
１１ｂ）を貼り付けるステップと、
　各部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）の前記長い方の底辺（１２）を、使用時に
前記第１の連続状ウェブ（２１）の内面となる第２の面（２１ｂ）に向かって折り畳み、
前記第２の面（２１ｂ）に固定するステップと、
を含み、
　前記方法は、
　前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）の複数の接続要素（１６）を準備するス
テップと、
　前記複数の接続要素（１６）の各々の少なくとも１つの端部（１６ａ）が前記第１のス
トリップ（１０）または前記第２のストリップ（１１）又は前記部片（１０ａ，１０ｂ，
１１ａ，１１ｂ）から横方向に突出するように、前記第１のストリップ（１０）および前
記第２のストリップ（１１）の各々又は前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）上
に前記複数の接続要素（１６）を貼り付けるステップと、を含み、
　前記方法が、前記第１のストリップ（１０）または前記第２のストリップ（１１）又は
前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）の下方に前記突出する端部（１６ａ）を折
り畳むステップを含み、
　前記各部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）が前記第１の連続状ウェブ（２１）の
前記第１の面（２１ａ）と対応するそれぞれの接続要素（１６）との間に配置されるよう
に、各部片は前記第１の連続状ウェブ（２１）の前記第１の面（２１ａ）に貼り付けられ
る、方法。
 
【請求項２】
　前記回転させるステップ及び前記離間させるステップの後に、一方のストリップ（１０
，１１）の各第１の部片（１０ａ，１１ｂ）が、他方のストリップの対応する第２の部片
（１０ｂ，１１ａ）と関連付けられて、前記第１の連続状ウェブ（２１）に貼り付けられ
る一対の前方の又は後方の部片を構成する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）を前記第１の連続状ウェブ（２１）に貼
り付ける前記ステップの前に又は間に、各対の前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１
ｂ）の前記短い方の底辺（１３）を互いに重ね、接続するステップ
を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の連続状ウェブ（２１）が、前記吸収性衛生用品（１）の前記本体（２）の表
面シート（３）を構成する、請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）が、不等辺の又は直角の台形形状を有す
る、請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂ）を作成するのに適した材料からなり、そ
れぞれの長手方向（Ｂ）に沿って延在する第２の連続状ウェブ（２２）を準備するステッ
プと、
　前記長手方向の軸（Ｂ）に沿って前記第２の連続状ウェブ（２２）を分割して前記第１
のストリップ（１０）および前記第２のストリップ（１１）を作成するステップと、
を含む、請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
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　前記複数の接続要素（１６）を準備する前記ステップが、前記複数の接続要素（１６）
を作成するのに適した材料からなる第３の連続状ウェブ（２３）を準備するサブステップ
と、前記個々の接続要素（１６）を構成する複数の分離した部分（１９）に前記第３の連
続状ウェブ（２３）を分割するサブステップと、を含む、請求項１から６のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項８】
　各接続要素（１６）上に接合層（１７）を貼り付けるステップ
を含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の接続要素（１６）がそれぞれ、前記第１のストリップ（１０）または前記第
２のストリップ（１１）の長手方向の両縁部に交互に配置されるように、前記第１のスト
リップ（１０）または前記第２のストリップ（１１）上に貼り付けられ、
　同一の縁部の２つの接続要素（１６）間の間隔が、各部片（１０ａ，１０ｂ，１１ａ，
１１ｂ）の前記短い方の底辺（１３）と前記長い方の底辺（１２）との合計と等しい、
請求項１から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記離間させるステップが、前記移動方向（Ａ）に沿って及び所定の間隔に従って実行
される、請求項１から９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のストリップ（１０）および前記第２のストリップ（１１）が、互いに平行で
ある、請求項１から１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記分割が、廃棄物を生成すること無く行われる、請求項１から１１のいずれか１項に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性衛生用品を製造する方法に関する。
【０００２】
　従って、本発明は、特に自動式機械の部門に、特に子供又は成人用使い捨てオムツ等の
吸収性衛生用品の生産に適用可能である。
【背景技術】
【０００３】
　従来技術により、吸収性衛生用品を製造する、特に、用品の主なる部分即ち吸収性部分
（即ちコア）に例えば閉鎖フラップ等の分離した付属部材を接合する様々な方法が周知で
ある。
【０００４】
　なお、近年、技術の発展が、加工中に行われる多数の切断動作の結果得られる廃棄材料
を最小限にすることができる生産ラインの設計に次第につながった。
【０００５】
　この点について、多数の特許公報に、弾性材料からなる２つ以上のウェブから始まり、
交互に配列された向きと貫通し合う幾何学的形状を有するウェブの部片を構成するように
切片を作成する方法が記載されている。
【０００６】
　従って、部片は、適切な回転又は平行移動の後に支持ウェブ（シャーシ）に直接貼り付
けられることができ、廃棄物の生成を回避し、また、吸収性用品の「脚用開口部」を得ら
れるようにする。
【０００７】
　例えば、欧州特許出願公開第１９４１８５３号明細書には、各々が、台形状である第１
の及び第２の部片が交互に配列された連続体に分割されるように切断される、弾性材料か



(4) JP 6948944 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

らなる一対の平行なウェブからフラップが作成される、吸収性衛生用品を製造する方法が
記載されている。
【０００８】
　より詳しくは、第１のウェブの部片は、第２のウェブの部片に対して鏡対称になってい
る。
【０００９】
　両方のウェブの第１の部片において長い方の底辺が互いに対向し、一方で、第２の部片
において短い方の底辺が互いに対向している。
【００１０】
　正しい方向に（即ち、長い方の底辺が互いに対向している状態で）フラップを貼り付け
るために、この方法は、同じ向きを有する部片の対の順序付けられた連続体を得るように
、両方のウェブの各々の第２の部片を１８０°回転させて、部片即ちフラップを連続状支
持ウェブへ直接貼着可能にするステップを含む。
【００１１】
　２つのウェブが鏡対称ではないが同じように、即ち、第１のウェブの部片の各短い方の
底辺が第２のウェブの対応する部片の長い方の底辺に対向するように切断される別の解決
手段が、欧州特許出願公開第１９９４９１９号明細書から知られている。
【００１２】
　換言すると、各ウェブは、長い方の底辺が他方のウェブに向かって配向されている複数
の第１の部片と、短い方の底辺が他方のウェブに向かって配向されている複数の第２の部
片と、を有する。
【００１３】
　フラップの正しい向きを得るために、この方法は、上述の方法とは異なり、交互に配列
され、しかし、回転されると、同じ向きを有する部片の対の順序付けられた連続体を同様
に構成する両方のウェブの全ての第２の部片を回転させるステップを含む。
【００１４】
　不利なことに、これらの方法は、フラップ（即ち部片）のサイズによって、「従来の」
方法による処理及び配置を行わない成人用オムツの生産において実施することが困難であ
る。
【００１５】
　また、当該方法は、フラップが引っ張り作用（即ち、使用時）の後でさえその位置を維
持することを確実にするために、フラップが接着又は他の同様の加工によってシャーシの
外面上に直接配置され、固定されることを必要とする。
【発明の概要】
【００１６】
　この理由によって、本発明の目的は、従来技術の上述の欠点を解消することができる吸
収性衛生用品を製造する方法を提供することにある。
【００１７】
　より詳しくは、本発明の目的は、子供及び成人用オムツの両方の生産に使用されること
ができる吸収性衛生用品を製造する方法を提供することにある。
【００１８】
　また、本発明の目的は、この方法を実施する生産ラインの設置面積を限定することがで
きる吸収性衛生用品を製造する方法を提供することにある。
【００１９】
　本発明の目的はまた、フラップがシャーシに固く固定される吸収性用品を製造すること
ができる方法を提供することにある。
【００２０】
　これらの目的は、１つ又は複数の添付の請求項に記載されているステップであって、具
体的には、
　長手方向の移動方向に沿って、吸収性衛生用品の本体の少なくとも一部を構成するのに
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適した材料からなる少なくとも第１の連続状ウェブを繰り出すステップと、
　一対の長手方向のストリップを繰り出すステップと、
　各ストリップを、互いに隣接し、各々が長い方の底辺と短い方の底辺とを有する台形の
部片の連続体に分割して、各ストリップの部片を、第１の向きを有する第１の部片と第１
の向きと反対側の第２の向きを有する第２の部片とに、交互に分割することができるステ
ップと、
　各ストリップの部片を互いから離間させるステップと、
　第１のストリップの部片に第１の向きを、第２のストリップの部片に第２の向きを与え
るように、平面において、各ストリップの第１の又は第２の部片を１８０°回転させるス
テップと、
を含む、吸収性衛生用品を製造する方法によって、達成される。
【００２１】
　本発明に係る方法はまた、
　部片の長い方の底辺が第１のウェブの側部から突出するように、使用時に、第１のウェ
ブの外面である第１の面上に各部片を貼り付けるステップと、
　各部片の長い方の底辺を、使用時に、第１のウェブの内面である第２の面に向かって折
り畳み、第２の面に固定するステップと、
を含む。
【００２２】
　有利なことに、本発明に係る方法によれば、最小の空間で吸収性用品を製造可能にする
ので、子供及び成人用オムツの両方は、同じ方法で製造されることができる。
【００２３】
　好ましくは、また、第１のウェブは、吸収性用品のシャーシの上側の層によって、即ち
、第１の向きを有する部片が配置される表面シートによって構成される。
【００２４】
　なお、長い方の底辺を表面シートの下に折り畳むステップは、完成品に対して、表面シ
ートと裏面シートとの間に長い方の底辺を配置する、即ち、外れる危険性無しにシャーシ
に確実に固定されることを確実にする。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　本発明の更なる特徴及び他の有利な点は、添付の図面に示す、吸収性衛生用品を製造す
る方法の以下の好ましい例示の実施形態を参照して、以下の詳細な説明からより明らかと
なろう。なお、実施形態は、本発明を限定するものではない。
【図１】本発明に係る方法の第１実施形態の第１のステップの概略図を示す図である。
【図２】本発明に係る方法の第１実施形態の第２のステップの平面図を示す概略図である
。
【図２ａ】本発明に係る方法の第１実施形態の第２のステップの断面図を示す概略図であ
る。
【図３】本発明に係る方法の第１実施形態の第３のステップの概略図を示す図である。
【図４】本発明に係る方法の第１実施形態の第４のステップの概略図を示す図である。
【図５】本発明に係る方法の第１実施形態の第５のステップの概略図を示す図である。
【図６】本発明に係る方法の第１実施形態の第６のステップの概略断面図を示す図である
。
【図７】図６のステップの結果の概略断面図を示す図である。
【図８】図１から図７の方法を用いて製造された吸収性衛生用品の概略平面図を示す図で
ある。
【図９】本発明に係る方法の第２実施形態の第１のステップの概略図を示す図である。
【図１０】本発明に係る方法の第２実施形態の第２のステップの平面図を示す概略図であ
る。
【図１０ａ】本発明に係る方法の第２実施形態の第２のステップの断面図を示す概略図で
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ある。
【図１１】本発明に係る方法の第２実施形態の第３のステップの概略図を示す図である。
【図１２】本発明に係る方法の第２実施形態の第４のステップの概略図を示す図である。
【図１３】本発明に係る方法の第２実施形態の第５のステップの概略図を示す図である。
【図１４】本発明に係る方法の第２実施形態の第６のステップの概略断面図を示す図であ
る。
【図１５】図１４のステップの結果の概略断面図を示す図である。
【図１６】図９から図１５の方法を用いて製造された吸収性衛生用品の概略平面図を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　添付図面を参照すると、符号１は、本発明に係る方法で製造され、図８及び図１６に概
略的に示される吸収性衛生用品を示す。
【００２７】
　より詳しくは、用語「吸収性衛生用品」は、本明細書において、中心の吸収性部分及び
複数の側部付属部材を備える子供若しくは成人用オムツ又は下着を示すために用いられる
。
【００２８】
　付属部材は、好ましくはフラップ即ち弾性閉鎖要素である。
【００２９】
　吸収性用品１は、長手方向の軸「Ａ」に沿って延在する略矩形状を有する。
【００３０】
　吸収性衛生用品１は、前方部２ａから後方部２ｂに軸「Ａ」に沿って延在する本体２即
ちシャーシを備える。
【００３１】
　より詳しくは、各吸収性用品１の本体２は、少なくとも１つの内部吸収性パッド３を備
える複合物の品物であり、この内部吸収性パッドは、通常セルロース繊維又はＳＡＰから
製造され、片側は「不織布」の浸透性シート４即ち表面シートよりなり、反対側はポリエ
チレンの非浸透性シート５即ち裏面シートよりなるソフトな被覆物内部に配置される。
【００３２】
　幾つかの実施形態（図示せず）において、この非浸透性シートは、更なる浸透性のシー
トによって覆われる。
【００３３】
　本体２は、好ましくは、表面シートを構成する第１のウェブ２１から作成され、第１の
ウェブに対して、（好ましくは裏面シートを形成する）更なるウェブ２４と次いでパッド
２５とが重ねられ、接続される。
【００３４】
　また、好ましくは、用品内部では、層が３つより多いが、オムツ構造体が本質的に知ら
れている種類であるので、技術的な詳細は省略する。
【００３５】
　軸「Ａ」の横方向に突出する付属部材６即ちフラップの対は、本体２の端部（前方部２
ａ及び／又は後方部２ｂ）において固定される。より詳しくは、側方フラップ６は、吸収
性用品１の後方部４から延在し、使用時に、着用者のウエスト周りの吸収性用品１を閉じ
るために、前方部２ａのそれぞれの締結ゾーンを覆って配置されるように設計される。
【００３６】
　幾つかの実施形態において、後方部２ｂはまた、通常、しかしこれに限らないが、性質
及び形状が異なるそれぞれのフラップ７を備える。
【００３７】
　本発明の一態様によれば、フラップ６又は７は、目的に適切な材料からなる２つのスト
リップ１０，１１から作成され、これらのストリップは、次いでフラップを形成する複数
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の部片に切断される。
【００３８】
　好ましくは、材料は、吸収性衛生用品１を簡単に閉じることを可能にするように少なく
とも部分的に弾性である。
【００３９】
　以下、本発明は、用品を製造する方法に重点をおくので、フラップ６又は７の代わりに
、部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂについて明示的に言及する。
【００４０】
　より好ましくは、この方法は、フラップ６を作成するのに適した材料からなり、それぞ
れの長手方向「Ｂ」に沿って延在する第２の連続状ウェブ２２を準備するステップと、長
手方向「Ｂ」に沿って第２のウェブ２２を分割して２つのストリップ１０，１１を作成す
るステップと、を含む。
【００４１】
　換言すると、第１のストリップ１０及び第２のストリップ１１は、その延在方向に沿っ
て切断される単一のウェブ（第２のウェブ２２）から作成される。
【００４２】
　好ましくは、一対の長手方向のストリップ１０，１１は、互いに略平行である。なお、
用語「平行な」は、２つのストリップ１０，１１が、必然的に同一平面上にあることを意
味するために用いられるのではなく、空間の理由から、移動手段の作成を容易にするずれ
た面に位置してもよいことを意味するために用いられる。
【００４３】
　ストリップ１０，１１は、吸収性衛生用品を製造する機械の典型的な速度（例えば、５
から４００ｍ／ｓ）で、それぞれの主なる方向に沿って繰り出される。
【００４４】
　好ましくは、各ストリップは、少なくとも１つの切断ユニット（好ましくは切断ドラム
）によって、部片１０ａ，１０，１１ａ，１１ｂの連続体に分割される。
【００４５】
　好ましくは、切断は、廃棄物を生成すること無く（廃棄物ゼロ）行われる。
【００４６】
　なお、部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂは、台形状であり、各々が長い方の底辺１
２及び短い方の底辺１３を有し、互いに隣接する。長い方の底辺１２及び短い方の底辺１
３は、両方ともそれぞれのストリップ１０，１１の長手方向の縁部の一部である。
【００４７】
　かくして、各ストリップ１０，１１の部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂは、第１の
向きを有する第１の部片１０ａ，１１ｂと第１の向きと反対の第２の向きを有する第２の
部片１０ｂ，１１ａとに、交互に分割されることができる。
【００４８】
　向きは、各部片の長い方の底辺１２及び短い方の底辺１３の相対的な位置によって規定
される。各ストリップ１０，１１は、かくして、第１の向きを有する第１の部片１０ａ，
１１ｂと第２の向きを有する第２の部片１０ｂ，１１ａとが交互に配列された連続体を備
える。
【００４９】
　図示の実施形態において、及び例示のみのために、２つのストリップは、平行であり、
互いに対向しており、
　第１のストリップ１０の各第１の部片１０ａの短い方の底辺１３は、第２のストリップ
１１に向かって配向され、
　第１のストリップ１０の各第２の部片１０ｂの長い方の底辺１２は、第２のストリップ
１１に向かって配向され、
　第２のストリップ１１の各第１の部片１１ｂの長い方の底辺１２は、第１のストリップ
１０に向かって配向され、
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　第２のストリップ１１の各第２の部片１１ａの短い方の底辺１３は、第１のストリップ
１０に向かって配向されている。
【００５０】
　かくして、第１のストリップ１０は、第１の部片１０ａが第１の向きを有し、短い方の
底辺１３が第２のストリップ１１に向かって配向されている状態になり、第２の部片１０
ｂが第２の向きを有し、長い方の底辺１２が第２のストリップ１１に向かって配向されて
いる状態になるように、台形状である第１の部片１０ａ及び第２の部片１０ｂの連続体に
分割される。
【００５１】
　同様に、第２のストリップ１１は、第１の部片１１ｂが第１の向きを有し、長い方の底
辺１２が第１のストリップ１０に向かって配向されている状態になり、第２の部片１１ａ
が第２の向きを有し、短い方の底辺１３が第１のストリップ１０に向かって配向されてい
る状態になるように、台形状である第１の部片１１ｂ及び第２の部片１１ａの連続体に分
割される。
【００５２】
　好ましい実施形態において、一方のストリップ１０，１１の部片は、他方のストリップ
の対応する部片に対して鏡面のように配向されているので、第１の部片１０ａ，１１ｂは
、他方のストリップのそれぞれの第２の部片１０ｂ，１１ａに対向する。
【００５３】
　しかしながら、ストリップ１０，１１は、対向していなくてもよく、相異なる方向から
繰り出されてもよい。
【００５４】
　それにもかかわらず、図示の実施形態における向きの記載は、どのように部片がストリ
ップの位置及び繰り出し方向に応じて配向されなければならないのかを当業者が理解する
のに十分すぎる程度である。
【００５５】
　好ましくは、部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂは全て、同じ形状を有する。
【００５６】
　なお、この方法は、如何なる台形状をも有する部片で実施されることができる。
【００５７】
　好ましい実施形態において、部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂは、直角の台形形状
を有する。
【００５８】
　代替的には、全ての部片は、二等辺台形又は（好ましくは鋭角の）不等辺の台形形状を
有してもよい。
【００５９】
　本発明の一態様によれば、この方法は、第１のストリップの部片１０ａ，１０ｂに第１
の向きを、第２のストリップの部片１１ａ，１１ｂに第２の向きを与えるように、（部片
の面において）各ストリップ１０，１１の第１の又は第２の部片１０ｂ，１１ａを１８０
°回転させるステップを含む。
【００６０】
　換言すると、この方法は、吸収性衛生用品１の開状態を基準として「誤った」向きを有
する部片を回転させるステップを含む。
【００６１】
　この理由によって、図示される実施形態に関連して、回転は、長い方の底辺１２が互い
に対向する部片に対して行われる一方で、短い方の底辺１３が互いに対向する部片は、少
なくとも互いに対して同じ向きを維持する。
【００６２】
　かくして、回転させるステップの後に、第１のストリップ１０の全ての部片１０ａ，１
０ｂは、第１の向きを有し、連続して互いに並べられる。
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【００６３】
　同様に、第２のストリップ部片１１の全ての１１ａ，１１ｂは、第２の向きを有し、連
続して互いに並べられる。
【００６４】
　上述のように、隣接するストリップを基準として回転される部片を規定することは、単
に例示的であり説明のためのものである。
【００６５】
　好ましくは、（全て）同じ向きを有する部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂを並べる
ことを可能にするように、各ストリップ１０，１１の部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１
ｂを離間させるステップがまたある。
【００６６】
　好ましくは、離間させるステップは、移動方向「Ａ」に沿って実行される。
【００６７】
　この理由によって、第１のストリップ１０の各第１の部片１０ａは、隣接する２つの第
２の部片１０ｂから軸方向に離間される。
【００６８】
　同様に、第２のストリップ１１の各第１の部片１１ｂは、隣接する２つの第２の部片１
１ａから軸方向に離間される。
【００６９】
　なお、離間させるステップは、回転前、後又は同時のいずれかに行われることができる
。
【００７０】
　好ましい実施形態において、２つのステップは、略同時に行われる。
【００７１】
　第１実施形態において、隣接する部片によって移動を妨げられること無く各部片１０ｂ
，１１ｂが回転されることができるように、第１の部片１０ａ，１１ｂ及び第２の部片１
０ｂ，１１ａは、切断後に、例えば、各々所定のドラム上において異なる軌道に沿って進
む。
【００７２】
　また、このように、第１の部片１０ａ，１１ｂ及び第２の部片１０ｂ，１１ａは、次い
で離間され、独立して同期されてもよい。
【００７３】
　なお、少なくとも離間させるステップ及び回転させるステップの終わりで、ストリップ
１０，１１の各第１の部片１０ａ，１１ｂは、他方のストリップの対応する第２の部片１
０ｂ，１１ａと連携して、第１のウェブ２１上に貼り付けられる一対の前方の又は後方の
部片を構成する。
【００７４】
　かくして、第１のストリップ１０の各第１の部片１０ａは、第２のストリップ１１の対
応する第２の部片１１ａと共に、一対の部片を構成する。
【００７５】
　同様に、第１のストリップ１０の各第２の部片１０ｂは、第２のストリップ１１の対応
する第１の部片１１ｂと共に、一対の部片を構成する。
【００７６】
　好ましくは、この方法をより信頼性が高いものにするために、特に成人用吸収性用品の
生産において、各対の部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂの短い方の底辺１３は、回転
された後に、重ねられ、接続される。
【００７７】
　回転させるステップに続いて、各部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂは、部片１０ａ
，１０ｂ，１１ａ，１１ｂの長い方の底辺１２が第１のウェブ２１の縁部から横方向に突
出するように、使用時に、第１のウェブ２１の外面である第１の面２１ａ上に貼り付けら
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れる。
【００７８】
　好ましくは、部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂはまた、超音波シール又は他の適切
な脱着可能な手段によって、第１のウェブ２１の第１の面２１ａに固定される。
【００７９】
　次に又は同時に、各部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂの長い方の底辺１３は、第１
のウェブ２１の下方に折り畳まれ、使用時に、第１のウェブ２１の内面である第２の面２
１ｂに固定される。
【００８０】
　なお、長い方の底辺１３の第１のウェブ２１の第２の面２１ｂへの固定は、好ましくは
、接着剤、超音波シール又は使用者による引っ張り作用に耐えるように設計される任意の
他の手段を用いて行われる。
【００８１】
　好ましくは、第１のウェブ２１は、オムツ１の本体２の表面シート３を構成する。
【００８２】
　しかしながら、代替的には、第１のウェブ２１は、本体の裏面シートを構成してもよい
。
【００８３】
　有利なことに、この方法によって、部片は、第１のウェブ２１の側部に対して障害物を
構成せず、これによりその移動を容易にする。
【００８４】
　好ましくは、この方法はまた、部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂの複数の接続要素
１６を準備するステップと、各々のストリップ１０，１１又は部片１０ａ，１０ｂ，１１
ａ，１１ｂ上に接続要素１６を貼り付ける次のステップと、を含む。
【００８５】
　本明細書において参照される接続要素１６は、部片（即ち側部フラップ６）に取り付け
られ、吸収性衛生用品１が閉じられるときにこれらを固定させる突出部を意味する。
【００８６】
　接続要素１６は、部片上に配置される、例えば接着性の接続層又はテープ１７だけによ
って、又は接続層１８が貼り付けられる材料のフラップ（又はフック）１７の組み合わせ
によって、構成されてもよい。
【００８７】
　好ましくは、接続要素１６は、ずれており、かつ、ストリップ１０，１１の長手方向の
両縁部側に配置されるように、各ストリップ１０，１１上に貼り付けられる。
【００８８】
　より詳しくは、単一の縁部の２つの接続要素１６間の間隔（即ちストリップ１０，１１
の延在方向に沿って測定される距離）は、部片１０ａ，１０ｂ，１１ａ，１１ｂの短い方
の底辺１３及び長い方の底辺１２の合計と等しい。
【００８９】
　また、単一のストリップ１０，１１の２つの対向する縁部の２つの接続要素１６間の距
離即ち間隔は、オムツの実施形態に依存して、短い方の底辺１３より小さい値と長い方の
底辺１２より大きい値との間で可変である。
【００９０】
　なお、接続要素１６は、少なくとも１つの端部１６ａがそれぞれのストリップ１０，１
１から（又は部片から）横方向に突出するように、各ストリップ１０，１１上に（又は部
片上に）貼り付けられる。これに鑑みて、この方法は、それぞれのストリップ１０，１１
（又は部片）の下方に突出する端部１６ａを折り畳むステップを含む。
【００９１】
　好ましい実施形態において、接続要素１６はまた一直線に作成される。
【００９２】
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　換言すると、準備するステップは、複数の接続要素１６を作成するのに適した材料から
なる第３の連続状ウェブ２３を設けるステップと、次いで個々の接続要素１６を構成する
複数の分離した部分１９に第３のウェブ２３を細分するステップと、を含む。
【００９３】
　各接続要素１６上に（即ち、各分離した部分１９上に）接合層１７を貼り付けるステッ
プがまたある。
【００９４】
　本発明によれば、予め設定されている目的が達成され、及び重要な長所がもたらされる
。
【００９５】
　実際には、全体の寸法内にとどまるように部片がウェブ又はシャーシ上に配置される方
法を実施することによって、成人用吸収性衛生用品を製造するために、寸法の観点から機
械の設計を非常に簡単にすることができる。
【００９６】
　また、次の下方に折り畳むステップを伴う本体の表面シート上への部片の貼着によれば
、より侵襲的な及びより非効率的な接着又は固定システムによって部片を本体に接続する
必要性を回避可能にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００９７】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１９４１８５３号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第１９９４９１９号明細書
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